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産業交通水道委員会資料 

令和３年５月 

交  通  局 

 

各種割引乗車券等の抜本的見直しに伴う現行乗車券の取扱いについて 

 

交通局では，各種割引乗車券等の抜本的見直しを行うこととしており，その一環

として，令和３年１０月１日に，一日券類の価格適正化及びトラフィカ京カード，

昼間回数券の発売停止を行います。 

この度，令和３年１０月１日以降の現行乗車券の取扱いについて，詳細を取りま

とめましたので，以下のとおり御報告いたします。（参考資料参照） 

 

１ 現行乗車券の取扱い（別紙参照） 

⑴ 対象の乗車券 

ア バス一日券，地下鉄・バス一日（二日）券及び地下鉄一日券【価格改定前】 

(ア) 利用期限 

令和４年３月３１日まで 

※ お客様がお持ちの現行乗車券をできる限り御利用いただけるよう，

価格適正化後６箇月間は御利用可能とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 新乗車券との交換 

  利用停止後（令和４年４月１日）から令和９年３月３１日までの間，現

行乗車券と価格適正化後との差額を現金でお持ちいただければ，手数料な

しで新乗車券と交換します。 

乗車券名 差額 

バス一日券 100 円（小児 50 円） 

地下鉄・バス一日券 200 円（小児 100 円） 

地下鉄・バス二日券 
500 円（小児 250 円） 

※ 地下鉄・バス一日券２枚と交換 

地下鉄一日券 200 円（小児 100 円） 

（バス一日券） 
（地下鉄・バス一日券） 

（地下鉄一日券） 

（地下鉄・バス二日券） 

※発売当日限り有効の 
地下鉄一日券は除く。 
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(ウ) 払戻し 

利用期限内である令和４年３月３１日までは，通常どおりの払戻手数料

２００円を頂いたうえで払戻しを行います。 

利用停止後（令和４年４月１日）については，払戻しは行いませんの

で，御注意ください。 

 

イ 京都修学旅行 1day チケット（京阪電車拡大版を含む。）【価格改定前】 

(ア) 利用期限 

京都修学旅行 1day チケットは，京都観光推進協議会が運営しているホー

ムページ「きょうと修学旅行ナビ」の専用フォームでのみお申込みいただ

ける乗車券です。 

専用フォームで令和３年９月３０日までにお申し込みいただいた分につ

いては，令和４年３月３１日まで御利用いただけます。 

 

 

 

 

 

(イ) 払戻し 

現行の払戻し期間（利用予定日から１４日以内）であれば，通常どおり

の払戻手数料２００円を頂いたうえで払戻しを行います。 

 

  ウ 過去に発売した京都観光一日（二日）乗車券【旧券】 

平成３０年３月の地下鉄・バス一日（二日）券の発売開始に合わせて発売

を停止した京都観光一日（二日）乗車券については，利用期限を設けていな

いため，現在も御利用いただけますが，この度の価格適正化に伴い，利用期

限を令和４年３月３１日までとします。 

なお，新乗車券との交換及び払戻しについては，発売停止当時にお知らせ

したとおり，平成３１年３月３１日を期限とし，既に終了しているため，交

換や払戻しは行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

（京都修学旅行 1ｄａｙチケット【京阪電車拡大版】） （京都修学旅行 1ｄａｙチケット） 

（京都観光一日乗車券） （京都観光二日乗車券） 
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エ トラフィカ京カード【令和３年１０月１日発売停止】 

(ア) 利用期限 

令和５年３月３１日まで 

 

 

 

  (イ) 払戻し 

トラフィカ京カードについては，利用期限内は現行どおり払戻しは行い

ませんが，利用停止後（令和５年４月１日）から令和１０年３月３１日ま

での間は，手数料なしで払戻しを行います。 

    ※ 使用途中であっても，払戻しを行います。 

 

オ バス昼間回数券【令和３年１０月１日発売停止】 

(ア) 利用期限 

令和５年３月３１日まで 

 

  (イ) 払戻し 

利用期限内である令和５年３月３１日までは，通常どおりの払戻手数料

２００円を頂いたうえで払戻しを行います。 

利用停止後（令和５年４月１日）から令和１０年３月３１日までの間

は，手数料なしで払戻しを行います。 

※ 使用途中であっても，払戻しを行います。 

 

カ 地下鉄昼間回数券【令和３年１０月１日発売停止】 

(ア) 利用期限 

発売日の翌月から３箇月目の末日まで（現行どおり） 

  (イ) 払戻し 

利用期限内は，通常どおりの払戻手数料２００円 

を頂いたうえで払戻しを行います。 

※ 使用途中であっても，払戻しを行います。 

 

 

⑵ 交換及び払戻し対応場所 

現行乗車券の交換及び払戻しについては，市バス・地下鉄案内所（５箇所）

及び定期券発売所（８箇所）で対応いたします。ただし，地下鉄昼間回数券の

払戻しについては，地下鉄各駅のみで行います。 
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２ 御利用のお客様への周知 

各種割引乗車券等の抜本的見直しに伴う現行乗車券の取扱いについては，令和

３年１０月以降も一定期間引き続き現行乗車券をお使いいただけることや，差額

をお持ちいただければ新しい乗車券と交換できるといった内容だけでなく，これ

らが抜本的見直しの取組の一環であり，令和５年４月にはポイントサービスへの

転換を図っていくことを併せて丁寧に周知してまいります。 

 

また，周知に当たっては， 

・ 市民しんぶん 

・ バス・地下鉄車内及び駅構内へのポスター掲示 

・ バス車内，駅構内及び市バス・地下鉄案内所等でのチラシ配布 

・ 交通局ホームページでの御案内 

・ 交通局が発行している情報誌でバス車内，駅構内，区役所や図書館等で配布

している「おふたいむ」への掲載 

など，様々な媒体を活用し，しっかりとお客様へ周知してまいります。 



４～９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

現行乗車券の取扱いに係るスケジュール

令和３年度
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

バス昼間回数券

地下鉄昼間回数券

令和９年度

バス一日券
地下鉄・バス一日券
地下鉄・バス二日券
地下鉄一日券

京都修学旅行
１dayチケット

（京阪電車拡大版を含む）

京都観光一日
（二日）乗車券

【H30.3発売停止済み】

トラフィカ京カード

★10.1発売停止

★発売日の翌月から3箇月目の末日まで利用可能

★R3.9月末までの申し込み分は，R4.3.31まで利用可能

発売停止時に定めた新乗車券との交換・払戻し期限はH31.3.31

で既に終了しているため，交換や払戻しは行いません。

★10.1価格適正化

別 紙

★R5.3.31まで利用可能

★R4.3.31まで利用可能

地下鉄・バス二日券をR4.3.31に使用

開始した場合，R4.4.1は利用不可

期間５年交換(利用停止後)

払戻し(利用期限内)

★R4.3.31まで利用可能

利用期限内は，現行どおり払戻しは行いません。

期間５年

期間５年

★R5.3.31まで利用可能

払戻し(利用期限内)

払戻し(利用期限内)

払戻し(利用期限内)

払戻し(利用停止後)

払戻し(利用停止後)

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用
交換
払戻し

★10.1価格適正化

★10.1発売停止

★10.1発売停止

利用期限内は手数料（200円）ありで払戻し可能

利用予定日から14日以内は手数料（200円）ありで払戻し可能

R10.3.31まで手数料なしで払戻し可能

R9.3.31まで，現行乗車券と差額（現金）で新乗車券と

交換可能（手数料不要）

※ 地下鉄・バス二日券は，新地下鉄・バス一日券2枚と交換

利用期限内は手数料（200円）ありで払戻し可能

利用期限内は手数料（200円）ありで払戻し可能

R10.3.31まで手数料なしで払戻し可能

京都観光二日乗車券をR4.3.31に使用

開始した場合，R4.4.1は利用不可
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各種割引乗車券等の抜本的な見直し 

 

○見直しの経緯 

 交通局では，平成３１年３月に策定した「京都市交通局市バス・地下鉄事業経

営ビジョン」でお示ししているとおり，市バスの一人当たり乗車運賃が他都市に

比べて低いこと，御利用の頻度にかかわらず全国１０種類のＩＣカードで乗継割

引を適用していること，トラフィカ京カード等の磁気カードの市場が縮小してい

ること，移動経路の分散化が必要であることなどの諸課題に対応するため，各種

割引乗車券等の抜本的見直しを行います。 

 

 

○見直しの方針 

 各種割引乗車券等の抜本的な見直しに当たっては，以下４点の方針に基づき内

容を検討しました。 

・ 平成１２年当時は７００円で発売し，当面の間６００円としている「バス

一日券」等の企画乗車券を点検し，価格適正化を実施 

・ 運賃割引については，誰もが利用できるものから市民を中心とした利用頻

度の高い方を優遇する制度への転換 

・ 混雑対策（三密対策）として，移動経路の分散化を図るため，将来的なバ

ス・バス無料乗継を目指し，乗継割引を軸とした割引制度へ転換 

・ コストが増加傾向にある磁気カードを縮小し，スムースな乗降と将来のデー

タ活用が期待できるＩＣカードの利用促進を図るため，割引適用をＩＣカード

利用時に集約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 
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○一日券類の価格適正化 

 当面の間６００円としている「バス一日券」をはじめとした各種一日（二日）

券について，令和３年１０月１日から価格適正化を行います。 

乗 車 券 名 現行価格  新価格 備 考 

バス一日券 
600 円 

(300 円) 

 

700 円 

(350 円) 

平成 12 年当時の価格は 

700 円 

地下鉄・バス一日券 
900 円 

(450 円) 

1,100 円 

(550 円) 

平成 30 年当時の価格は 

1,300 円 

地下鉄・バス二日券 
1,700 円 

(850 円) 
廃 止 

磁気カードの縮小方針に 

より廃止 

地下鉄一日券 
600 円 

(300 円) 

800 円 

(400 円) 

５区(360 円)の往復より 

安価であることを是正 

京都修学旅行 1day 

チケット 
700 円 

適正価格 900 円

のところ， 

当面 800 円 

上段の価格が適正と考え

ていますが，修学旅行誘 

致の観点から，当面の間，

下段の価格で発売 

京都修学旅行 1day 

チケット 

【京阪電車拡大版】 

1,000 円 

適正価格 1,200 円

のところ， 

当面 1,100 円 

※ 価格の上段は大人，下段（ ）は小児 

 

○各種割引乗車券等からポイントサービスへの転換（参考資料 P3 参照） 

（ポイントサービスの導入） 

・ 令和５年４月１日に，市民の方が多く利用されているＩＣカード 

「ＩＣＯＣＡ」，「ＰｉＴａＰａ」限定で，市バス，京都バス，地下鉄の御

利用を対象として，条件を満たした方にポイントを還元する登録型のポイン

トサービスを導入します。 

・ 還元されたポイントについては，「ＩＣＯＣＡ」の場合，電子マネーとし

てチャージしていただくことにより，交通利用のほか，店舗でお買い物の際

にも御利用いただけます。 

また，「ＰｉＴａＰａ」の場合，御利用金額の引き落としの際に，ポイン

ト分を差し引いた額が引き落とされます。 

（各種割引乗車券等の廃止） 

・ ポイントサービスの導入に伴い，トラフィカ京カード，昼間回数券，全国

１０種類のＩＣカードによる乗継割引，ＰｉＴａＰａの利用額割引及び市バ

ス又は京都バスと地下鉄の連絡普通券を廃止します。ただし，トラフィカ京

カード及び昼間回数券は，廃止（利用停止）に先立ち，令和３年１０月から

発売を停止します。 

なお，京阪バス，京阪京都交通と地下鉄の連絡普通券は継続します。  

 

○見直しに係る全体スケジュール（参考資料 P4 参照） 



各種割引乗車券等からポイントサービスへの転換に係る制度の詳細 

見直しを行う各種割引乗車券等 

 

 ポイントサービスの導入 

≪対象ＩＣ ： ＩＣＯＣＡ，ＰｉＴａＰａ≫ 

トラフィカ京カード ・発売額 

１,０００円（１,１００円分利用可能） 

３,０００円（３,３００円分利用可能） 

・乗継割引額 

  バス⇔バス  （９０分以内） 

  バス⇔地下鉄（当日中） ともに１２０円割引 

Ｒ３.１０ 

発売停止 

・ 

Ｒ５.４ 

利用停止 

 
地下鉄昼間回

数券は，有効

期限が発売日

の翌月から３

箇月目の末日

までのため，

最大 R3.12 末

までの御利用

となります。 

  

 

 

 

 

月額３,６００円以上の利用者の乗継に対して，次のとおり 

ポイントを還元します。 

・バス⇔バス   １５０円分のポイント還元（注） 

・バス⇔地下鉄 １２０円分のポイント還元 

※乗継はどちらも９０分以内を対象 

※１日２回までに限る。 
 
 
 
 
 

 

 

 

１箇月間の御利用金額に対してポイントを還元します。御利用

金額に応じて段階的に還元率を上げることで，御利用の多い方

に，より多くのポイントを還元できるようにしています。 
 

月の御利用額 ポイント還元率 

3,000 円以上 5,000 円未満 １％（ 30P～ 49P） 

5,000 円以上 8,000 円未満 ２％（100P～159P） 

8,000 円以上 ３％（240P～） 
 

 

 

 

 

事前に登録した日の御利用金額のうち，設定額（７００円）を

超過したバス利用分について，ポイント還元することで実質 

バス一日券を実現します。 

また，２４時間制を導入することで，既存の一日券よりも利便

性を向上したものとします。 

【設定額】７００円 

※登録日のバス利用については，他のポイントサービスの対象

外となります。 

※磁気の「バス一日券」は継続します。 
 

昼間回数券
※1

 

（バス，地下鉄） 

 

 

・月曜～土曜（日祝除く）の１０時～１６時の間に利用可能 

・バス昼間回数券は市内５事業者（市バス，京都バス，京阪バス，

京阪京都交通，ＪＲバス）で均一運賃区間内のみ共通利用可能 

・発売額 

【バ ス】２,３００円（２３０円×１２枚） 

      １,２００円（１２０円×１２枚） 

【地下鉄】２,２００円（２２０円×１２枚）…１区の場合 

 

ＩＣカードによる 

乗継割引 

・全国相互利用可能な１０種のＩＣカードで適用 

・乗継割引額 

  バス⇔バス  （９０分以内）で９０円割引 

  バス⇔地下鉄（当日中）で６０円割引 

Ｒ５.４ 

廃止 

PiTaPa の利用額割引 
・PiTaPa 月額利用額を約９％割引 

（３,０００円以上の利用者を対象） 

バス・地下鉄 

連絡普通券 

 

 

 

 

 

・市バス，京都バスと地下鉄の連絡券
※2

 

・発売額 

３３０円（地下鉄１区の場合） 

・乗継割引額 

１２０円（トラフィカ京カードと同等） 

 ※１ 全日利用可能な普通回数券は，市内９事業者の全てのバスに乗車できるシームレスな乗車券であるため継続します。 

※２ 京阪バス，京阪京都交通と地下鉄の連絡普通券は継続します。 

乗継ポイント 

利用額ポイント 

バスＩＣ２４Ｈチケット 

（ポイント還元型） 

Ｒ５．４ 

各種割引乗車券を 

ポイントサービス 

へ集約・移行 

バスとバス，バスと地下鉄を乗継利用さ
れている方は週１回の往復利用で，乗継
利用のない方は週２回の往復利用で対
象となります。 

・ 小児用の「ICOCA」「PiTaPa」には半額分のポイントを適用します。 

・ ポイントの有効期間は，還元の翌月から１年間です。 

・ ポイントサービスは市バス・地下鉄と京都バスが対象となります。 

（注）将来的には１５０円から２３０円に引き上げ，実質バ
ス・バス無料乗継の実現を目指します。 
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制度等

システム
改修等

2020年 2021年

各種割引乗車券等の抜本的な見直しに係る全体スケジュール

2022年 2023年

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

・バス一日券 （600円→700円）

・地下鉄・バス一日券（900円→1,100円）

・地下鉄・バス二日券（1,700円→廃止）

・地下鉄一日券（600円→800円）

・京都修学旅行1dayチケット（700円→800円）

・京都修学旅行1dayチケット【京阪電車拡大版】（1,000円→1,100円）

○10月 企画乗車券の価格適正化 ○4月 ポイントサービスの実施

・乗継ポイント(3,600円以上)

バス・バス乗継 150円

バス・地下乗継 120円

・利用額ポイント

3,000円以上 1～3％

・バスＩＣ２４Ｈチケット（ポイント還元型）700円

○4月 割引乗車券の廃止

・バス・地下鉄連絡普通券

（京阪バス・京阪京都交通を除く）

・ＩＣカードによる乗継割引

・ＰｉＴａＰａの利用額割引

○10月 割引乗車券の発売停止

・トラフィカ京カード

・バス昼間回数券，地下鉄昼間回数券

○4月 割引乗車券の利用停止

・トラフィカ京カード

・バス昼間回数券

・乗車券発行機，バス運賃箱，改札機の改修

・券売機の改修

・バス運賃箱，改札機の改修

・運賃収入システム，バス運賃箱の改修

・ポイントサーバ・Ｗｅｂサーバ構築，運賃収入システム改修，券売機，処理端末機等の改修

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

将来的には230円に引き

上げ，実質バス・バス

無料乗継を目指します。

○令和3年2月市会にお

いて関連予算を議決

いただきました。

Ｄ

※ 地下鉄昼間回数券は，有効期限が発売日の翌月から

３箇月目の末日までのため，最大R3.12末まで利用可能

○令和4年2月市会におい

て関連予算案を御審議

いただく予定です。
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